
大
雪

山

の
植
物
研
究
史

佐

藤

謙

ー

は

じ

め

に

i

大
雪
山

(
こ
こ
で
は
大
雪
山
国
立
公
園

の
意

味
で
使
用
す

る
)
は
、
原
始
的
自
然
が
保
護
さ
れ
て
い

る
点

に
大
き
な
価
値
が
あ

る
。
近
年

の
縦
貫
道

路
計
画
に
対

し
て
、

こ
の
原
始
的
自
然
の
重
要
性

が
強

く
打

ち
出

さ
れ
た

こ
と

は
常

に
留
意

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
原
始
的
自
然

の
保
護
は
、
広

義
の
自

然
保
護

に
と

っ
て

一
つ
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ

る
。
そ
れ

は
人
間
を
と
り
巻
く
環
境

が
汚
染

な
ど
の

ア

ン
バ
ラ

ン
ス
に
陥
入

っ
て
い
る
現
在

に
、
な
お
さ
ら
貴
重

で
あ
る
と
い
え

る
だ
ろ
う
。
私
達

は
大
雪

山
の
原
始
的
自
然
を
保
護
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、

「
本
当

の
自
然

の
姿
」
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き

る
。
そ

こ
か
ら
自
然
保
護
を

一
層
深
め
る
、

一
つ
の
手
立
が

生
ま
れ

て
く
る
に
ち
が

い
な

い
。

大
雪
山

の
自
然
科
学
的
研
究
は
そ
の
原
始
性

が
故
に
比
較
的
多
く
行

わ
れ
、
私
達

に
本
来

の
自
然

の

姿

を
教
え

て
き
た
。
植
物
学
的
研
究
も
、
ま
た
例
外

で
は
な

い
。

こ
こ
に
高
等
植
物

(
シ
ダ
植

物
以
上

の
維
管
束
植
物
)

に

つ
い
て
、
現
在
ま

で
の
研
究

小
史

を
ま
と
め
て
み
た
い
。

従
来

の
植
物
学
的
研
究

に
植

物
分
類
地
理
学
と
植

物
群
落
学

・
植

物
生
態
学

の
二
方
向
が
あ

る
。
前

者

に
は
出
現
す

る
植
物
種

の
分
類
、
分
布
お
よ
び

フ
ロ
ラ

(
植
物
相
)
の
研
究
が
含

ま
れ
、

一
方
、
後

者

に
は
植
物
群
落

の
把
握
や
、
植
物
種

お
よ
び
植

物
群
落

と
環
境
と

の
関
係
を
論
ず
る
生
態
学
が
含

ま
れ
て
お
り
、
後

者
は
前
者

の
発
展
を
基

礎
に
し

て
進
め
ら
れ

て
い
る
。

一
、
植
物
分
類
地
理
学
的
研
究

著
名
な
山
岳
研
究

家
で
し
か
も
植
物
分
類
学
者

で
あ

っ
た
小
泉
秀
雄

(
一
九

一
八
、
二
六
)
は
、

こ
の
分
野

の
大
先
達

で
あ
る
。
彼
は
当
時
、
未
開

発
地
で
あ

っ
た
大
雪
山

に
お
い
て
多
く
の
苦
労
を

重
ね
な
が
ら
、
各
山
岳
個

々
の
地
学
的
研
究
と
と

も

に
フ
ロ
ラ
の
概
略
を
述
べ
た
。
彼

の
採
集
植
物

の
中

に
は
い
く

つ
か
の
新
種
あ

る
い
は
新
変
種
が

含
ま
れ
て
お
り
、
現
在

で
も
認

め
ら
れ
て
い
る
も

の
に
は

シ
ロ
サ

マ
ニ
ヨ
モ
ギ
、

ト
カ
チ

フ
ウ

ロ
、

エ
ゾ

マ
メ
ヤ
ナ
ギ
、

タ
カ
ネ
キ
タ
ア
ザ

ミ

(
ウ

ス

ユ
キ
ト
ウ
ヒ
レ
ソ
)、

シ

ロ
バ

ナ
バ
ク
サ
ン
チ
ド

リ
、

シ
官
バ
ナ

エ
ゾ

コ
ザ
ク

ラ
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、

タ
カ
ネ

コ
メ
ス
ス
キ
、

タ
カ
ネ
リ

ソ
ド

ウ

(
ヨ
コ
ヤ

マ
リ

ン
ド
ウ
)
、

エ
ゾ

ミ
ク
リ
ゼ
キ

シ
ョ
ウ
な
ど

の
、

わ
が
国
新
産

種
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

r
次

い
で
原

田

(
一
九
二
五

a
、
b
)
は
大
雪
山

の
森
林
植
物
帯
論
を
報

告
し
、
垂
直
分
布
、

フ
ロ
ラ

お
よ
び
地
理
的
分
布
に

つ
い
て
概
説

し
て
い
る
。

大
雪
山

の
植
物
分
類
地
理
学
的
研
究

は
、
中
井

(
一
九
三
〇
)
と
舘
脇

(
一
九
四
九
、
五
〇
、
五
八
、

五
九
、

六
三
)

に
よ

っ
て
ほ
と
ん
ど
ま
と

め
ら
れ

て
い
る
。
中
井
は
天
然

記
念
物
調
査
報
告
の
中
で
大

雪
山

の
植
物

に
つ
い
て
詳
述
し
、
そ
こ
に
多
く

の
新
種
お
よ
び
新
変
種

を
発
表
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

イ

ヌ
マ
ル
バ

ヤ
ナ
ギ
、
チ
シ

マ
ヒ
メ
イ
ワ
タ
デ
、

カ
ン
チ
ヤ
チ

ハ
コ
ベ
、
ダ

イ

セ
ッ
ト
ウ
ゥ
チ
ソ
ウ
、

エ
ゾ

オ
ヤ

マ
ノ

エ
ン
ド
ウ
、

ク
ロ
ウ

ス
ゴ
、

ミ
ヤ

マ
ク
ワ
ガ
タ
、
ク

モ
マ
タ

ン
ポ
ポ
、
ヤ
チ
ギ
ボ
ウ

シ

な
ど

で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
は

「
わ
が
国

唯

一
の
大
規
模
な
る
寒
性
植
物
群

落
を
有
す
る
山
に
し

て
」

と

述
べ
、
そ
こ
に
大
雪
山

の
重
要
性
が
強
く
認
識

さ
れ

て
い
る
。

そ

の
後

、
舘
脇

ば

一
九
四
六
～
五
〇

年
に
、
ま
た
鮫
島

と
共
同
で

一
九
五
五
年
ま

で
大
雪
山

の
植
物

14



地

理
学
的

研
究

に
全
力
を

つ
く
し
、
大
雪
山
高
山
帯

の

フ
ロ
ラ
が
日
本
要
素
、
大
陸
要
素

お
よ
び
北
太

平
洋
要
素

の
錯
交
点

で
あ
る

こ
と
か
ら
、
非
常

に
注

目
す
べ
き
も

の
で
あ

る
と
結
論
し
た

(
舘
腸

・
鮫

島

、

一
九
五
九
)。
そ

こ
で
は
大
雪
山
の
各
山
岳

の
地
史
と
の
関
連

に
お
い
て
出
現
種
数
を
あ
げ
、
比
較

的
古

い
火
山
で
あ

る
小
泉
岳
や
高
根

ケ
原
な
ど
と
新
生
火
山

で
あ
る
旭
岳

な
ど
と

の
比
較
を
行

い
、
さ

ら

に
各
植
物
種
の
分
布
図
を
付
け

て
、大
雪
山

に
お
け
る
高
等
植
物
種

の
分
布

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

大
雪
山
全
域

の

フ
ロ
ラ
の
研
究
と
し
て
、
舘
脇

(
一
九
四
九
)

の

「
大
雪
山

の
植
物
」

は
手
頃
な
解

説
書

と
し

て
今

日
も
貴
重

で
あ
る
。
ま
た
小
地
域

の
フ
ロ
ラ
に

つ
い
て
は
十
勝
連
峯

(
舘
脇

一
九
五
〇

a
)
、
石
狩
連
峯

(
舘
脇

一
九
五
〇

b
)
、
原
始

ケ
原

(
斎
藤

一
九
五
五
)
、
武
華
山

(
河
野

一
九
五
七
)
、

平

山

(
舘
脇

一
九

五
八
)
、

二
ペ

ソ
ッ
山

(
渡
辺

一
九
五
八
)

の
各
報
告
が
あ
る
。
さ
ら
に
豊

国

(
一
九

五

二
)
は
沼
の
原

の
湿
原
植

生
に

つ
い
て
述
べ
、
そ
の
後
、
稲
垣
他
と
共
同
で

一
九
六
二
～
七

一
年

に

わ
た

っ
て
白
雲
岳
付
近
、
沼

の
原
付
近
、

ユ
コ
マ
ソ
ベ
ッ
付
近
、
高
根

ケ
原
～
化
雲
岳
お
よ
び
赤
岳
付

近

の
フ

ロ
ラ
を
順
次
発
表
し
て
い
る
。

特
定
の
分
類
群

(
科
、
属
、
種

な
ど
)

の
分
類
学
的
研
究

に

つ
い
て
は
小
泉
以
来
、
宮
部
金
吾
、
中

井
、
原
覧

、
大
井
次
三
郎
、
北
村

四
郎
、
秋
山
茂
雄

、
豊
国
ら
多
数

の
研
究
者
が
大
雪
山
に
訪
れ
て
お

り
、
多
数
の
成
果
が
得
ら
れ

て
い
る
。
そ

の
う
ち
秋

山

(
一
九
三
五
)
は
大
雪
山

の
ス
ゲ
属
植

物
に

つ

い
て
三
十
六
種

の
記
載
を
行

い
、

そ
の
中

で
ヌ
イ
オ

ス
ゲ
、

コ
ア
ゼ

ス
ゲ

(
ヒ
メ
ア
ゼ

ス
ゲ
)
、

ム
セ

ソ
ス
ゲ
、
ア
カ

ン
ス
ゲ
、

ミ
タ
ケ

ス
ゲ
、
カ

ワ
ズ

ス
ゲ
、

サ
ヤ
ス
ゲ
お
よ
び

ヤ
リ
ス
ゲ
を
大
雪
山
新
産

種

と
し
て
、
ま
た

ヤ
リ
ス
ゲ
を
新
種
と
し

て
述
べ
て
い
る
。
ま
た
豊
国

(
一
九
六
〇
、

六
三
、

六
七
、

六
七
、
六
九
)

は
、
特

に
リ

ン
ド
ウ
科
、

ツ
ガ
ザ

ク
ラ
属

お
よ
び
キ
キ

ョ
ウ
科
を
取
上
げ
て
分
類
学
的

研
究
を
行

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
笛
脇

・
伊
藤

(
一
九
六
四
)
は
ダ
イ

セ
ツ
ヒ
ナ
オ
ト
ギ
リ
を
高

原
温
泉

か
ら
新
種

と
し

て
、
ま
た
大
場

(
一
九
五
七
)
は
、

ヒ
ゲ

ハ
リ

ス
ゲ
を
新
産
種
と
し
て
報
告

し
て
い
る
。

二
、
植
物
群
落
学

・
植

物
生
態
学
的
研
究

前
述

の
植
物
分
類
地
理
学
的
研
究

は
、
大
雪
山
の
植
物
学
的

研
究

の
中

で
初
期
か
ら
行

わ
れ

て

一
応

ま

と
め
ら
れ
た
段
階

に
達

し
て
い
る

の
に
対

し
て
、
植
物
群
落
学

・
植

物
生
態
学
的
研
究

は
途
上

の
段

階

に
あ

る
。
比
較
的

早
く
行

わ
れ
た
研
究
と
し
て
舘
脇

(
一
九
四
九
、

五
〇

b
)
と
舘
脇
他

(
一
九
五

五
、

六
九
)
が
あ
げ

ら
れ

る
。

こ
こ
で
は
高
山
植
物
群
落
と
森
林
群
落

に

つ
い
て
*
基
群
集

に
基
づ

い

た
把
握
が
さ
れ
て
い
る
。
同
様

の
研
究

は
鮫
島

・
三
角

(
一
九
五
五
)

の
石
狩
岳
、
音
更
山

お
よ
び
沼

*

・
聯

伊

藤

一
九

七

三
を

参

照

さ

れ

た

い
。

の
原
付
近
の
高
山
植
物
群
落
や
湿
原
群
落

で
も
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
特
定

の
植
物
群
落

に

つ
い
て
は

舗
脇

(
一
九

五

一
)

の

コ
マ
ク
サ
純
群
落

の
研
究

が
あ

る
。

近
年

聯
群
集
を
基
本
単
位
と
す

る
体
系
に
群
落

分
類
を
行
う
傾
向

が
強
く
な
り
、

こ
の
方
向

の
研
究

が
比
較
的
多
く
な
さ
れ

て
き

た
。
そ

の
中

で
小
林

(
一
九
六
七
、
六
九
)
は

ハ
イ

マ
ッ
群
落
を
、
大
場

(
一
九
六
九
)
は
高
山
荒
原
植
物
群
落

を
、

さ
ら

に
清
水

(
一
九
七
〇
)
は
好
雪
性
植
物
群
落
を
そ
れ

ぞ
れ
日
本
全
域
で
ま
と
め
る
際

に
、
大
雪
山

の
デ

ー
タ
を
報

告
し
て
い
る
。
そ

の
う
ち
大
場
は
、

コ
マ

ク
サ
ー
タ
カ
ネ

ス
ミ
レ
群
集

や
ミ
ヤ
マ
ク

ロ
ス
ゲ

ーー
チ
シ
マ
ク

モ
マ
グ
サ
群
集
を
大
雪
山
で
発
表
し
て

い
る
。
し
か
し
い
ず

れ
も
断
片
的

で
あ

る
の
で
、
伊
藤
他

(
一
九
七

一
、
七
三
)
は

一
九
六
九
年
よ
り

全
域

に
わ
た

っ
て
研
究

を
進

め
て
い
る
。
特

に

エ
ゾ

マ
メ
ヤ

ナ
ギ

ーー

エ
ゾ
オ
ヤ

マ
ノ

エ
ン
ド
ウ
群
集
が

新
記
載
さ
れ
、
こ
れ

ら
の
研
究
か
ら
現
段
階

に
お
い
て
群
落
学
的

に
も
大
雪
山

の
貴
重

さ
が
認
識
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
酒
井
他

(
一
九
七

一
)
は
高
山
植
物

の
耐
凍
性
に

つ
い
て
大
雪
山

で
研
究
を
行

い
、

こ
の
植

物
と
低
温

に
関
す
る
生
態
学
的

ア
ブ

戸
ー
チ
は
今
後

の
発
展
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。
植
物
群
落
学
に
お

い
て
も
植
物
群
落
と
環
境

と
の
関
係
が
述

べ
ら
れ

て
い
る
け
れ
ど
も
、

一
層

の
生
態
学
的
研
究

に
発
展

す
る
よ
う
望
ま
れ

て
い
る
。

1

お

わ

り

に

ー

大
雪
山

の
植

物
学
的

研
究

は
そ

の
原
始
性
故

に
比
較
的
多

く
行

わ
れ
、
さ
ら

に

一
層
の
追
求
が
望
ま

れ
て
い
る
現
状
に
あ
る
。
本
文

で
は
特

に
高
等
植
物

に
限

っ
て
述

べ
て
い
る
が
、
藻
類
、
菌
類
、
蘇
苔

地

衣
類
な
ど

の
下
等
植
物

に
つ
い
て
も
研
究
が
行
わ
れ
、
地
質
学
、
地
形
学
、
気
象

学
、
動
物
学
な
ど

関
連
す

る
分
野

の
研
究

も
数
多
く
行
わ
れ

て
い
る
。

こ
れ
ら
自
然
科
学

の
各
分
野

の
発
展

と
と
も
に
、

植
物
学
も
平
行
し
て
発
展
し
て
き
た
。

特

に
生
態
学
的

ア
プ

ロ
ー
チ
で
は
、

な
お
密
接

な
関
係
に
あ

る
。

生
物
と
環
境

を
包
含
す

る
生
態
系
↓
自
然

の
内
容
が
、

一
層
研
究
さ
れ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

こ
の
意

味
か
ら
も
、
大
雪
山

の
保
護

に
は
厳
し
く
あ
り

た
い
。

(
北
海
学
園
大
学
)

三
、
文

献

秋
山
茂
雄
、
大
雪
山
産

ス
ゲ
属
植
物
、
じロ
一〇
ひQ
①
O
αQ
鑓
℃
三
8
.

一
、
四
九
-

五
三
、

(
一
九
三
五
)

原
田

泰
、
大
雪
山
彙

の
森
林
植
物
帯
及
び
森
林
植
物

の
地
理
学
的
位
置
、
地
学
誌
、
三
七
、
六
四

一
ー

六
五
〇
、
六
九

五
-

七
〇
五
、

(
一
九
二
五

a
)

i

、
大
雪
山
彙
森
林
植
物
帯

の
生
態
学
的

研
究
、
北
海
道
林
業
会
報
、
二
八
、
一
二
〇
1

一
四
二
、

二

二

一
-

二

三
三

、

二
九

〇
1

三

一
一
、

(
一
九

二

五
b

)

鵜

今

井

亮

、

北

海

道

中

央
高

地

に

お
け

る
ト

ド

マ

ツ
天

然

林

に
就

い
て
、
林

学

会

誌

、
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